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本誌の内容をもっと詳しく知りたい方は

当行は、環境省認定
「エコ・ファースト企業」です。

「環境金融」で低炭素社会へ

当行は、気候変動キャンペーン
「Fun to Share」に賛同しています。
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公式 SNSでも、様々な情報を発信しています。

Relationship!Relationship!
ともに歩み、ともに革新的な未来へ



戦略的CSRで
地域とともに歩み、革新的な未来へ挑戦

特　集
戦略的CSRの取り組み

C O N T E N T S

地域社会とともに次世代の子どもたちとの「つながり」を応援

滋賀から誕生する、サステナブルな農業ビジネス

当行独自の環境格付を組み入れ
お取引先への環境意識向上を促進

CSR私募債は、財務内容等の厳しい適債基準を満たし、さらに
当行独自の環境格付「PLB格付」(※P.8)にて一定の格付を得られ
たお取引先が発行されるものです｡私募債の発行をきっかけに
環境格付取得数が増加。環境への意識向上につながっています。

2014年11月より｢CSR私募債｣の取り扱いを開始。おかげさまで、大変
多くのお取引先からご賛同をいただき、たくさんの｢つながり｣を創出
することができました。

農業の発展による地域の経済・産業振興を目指して、2017年4
月、西日本旅客鉄道株式会社（JR西日本）ならびに株式会社ファー
ム･アライアンス･マネジメントと業務協力に関する協定を締結。
あわせて、ＧＡＰ※を事業性評価に活用した融資、“本業支援サポー
トローン「ＧＡＰ認証者サポートプラン」”の取り扱いを近畿の地方

農業課題・社会の流れ

食糧危機

環境破壊

国際競争力強化への動き
統一基準による国内外需要取り込み

生産者の高齢化

業務提携

販路支援
国際認証の
取得支援

資本参加

農業分野に係わる

アドバイザリー活動

JR西日本

  当初予定金利から
・0.3％優遇
・販路紹介

GAP認証取得メリット

食の安全性向上
国際統一基準による安全・安心の証明

環境の保全
農薬や肥料による環境負荷の低減

労働環境の確保
農作業中の事故回避

販売先の信頼確保
競争力強化・取引拡大

生産者
ファーム・
アライアンス・
マネジメント

CSR私募債「つながり」

GAP認証取得支援

※ＧＡＰ(農業生産工程管理):Good Agricultural Practiceの略｡
　農業生産現場において、食品の安全確保などへ向けた適切な農業生産を実施するための
　ポイントを整理し、それを実施･記録する取り組み｡

地域農業の発展を通じた
地域活性化

持続可能な
「農業」
の普及・拡大

統合報告書 ▶ P.51

銀行で初めて開始しました｡私たちは「金融」の役割を通じて、滋
賀の豊かな恵みを生かすビジネスをこれからもサポートしてまい
ります。

戦略的CSRで地域とともに歩み、
革新的な未来へ挑戦 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶  ̶1

変革と挑戦で課題を解決し、
持続可能な未来を創る ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶  ̶3

地域と向き合い、地域とともにあり続ける ̶̶  ̶5

環境金融 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶  ̶7

エコオフィスづくり ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶  ̶9

環境ボランティア活動 ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶  ̶10

持続可能な成長を支える｢人財｣を育てる ̶̶  11

CSR History ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶  ̶13

GAP認証者
サポートプラン実行

CSR
私募債の
しくみ

3先

戦略的CSRとは

チェック！
Webで

滋賀銀行

●茶畑でもGAP手法が導入されています。

・社会的課題解決と経済的成果
 の融合
・社会基点
・企業、団体との連携・協働によ
 る共有価値の創造
・営業推進（サービス）
・収益力強化（業績）

・本業のプロセスやプロダクト
 から課題を解決
・ESG（環境・社会・ガバナンス）
・リスクマネジメント
・ISO26000、GRI、SDGs
・エシカル

・寄付行為
・フィランソロピー
・メセナ、ボランティア
・企業プロボノ、LOHAS
・善意、協働
・本業外の企業市民活動

・寄付行為

・本業のプロセスやプロダクト

・社会的課題解決と経済的成果

社会貢献活動
本来のCSR

「戦略的CSR」・CSV｢戦略的CSR｣とは､これまでのCSR活動をさらに
銀行経営の戦略として本業に落とし込み、営業推
進の強化や競争力の強化につなげることで、当行
の経済的価値(業績)とCSRの考え方を統合し､
金融の役割を通じて新たな価値を創造していく
ことを目指すものです。

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
・

企
業
価
値
向
上

CSR私募債発行

発行企業

滋賀銀行

贈呈 学校等

子どもたちの学びや
成長を応援する物品

225億円 199校3,269万円

（2017 年 7 月末実績）

（2017 年 7 月末実績）

=
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減少減少
7.2%

地球温暖化 生物多様性 人口減少社会 少子高齢化

4.8℃ 
上昇

変革と挑戦で課題を 解決し、持続可能な未来を創る

地球環境との
共存共栄

▶P9P9

地域社会との
共存共栄

▶P5～8 P5～8 

役職員との
共存共栄

▶P10～12

「お金の流れで地球環境を守る」ため、
環境対応型金融商品・サービスの開
発・提供などによる環境ビジネス等に
取り組み、地球環境保全の普及・拡大
に努めます。

ポジティブ・アクション、ワーク・ライフ・
バランス、高齢者雇用、障がい者雇用、

「人財」育成等に積極的に取り組み、CSR
基盤の強化に努めます。

地域の
課題

戦略的
取り組み

目指す
べき姿

CSR＋α
（戦略化）

● 温室効果ガス排出量削減
● 環境配慮型店舗・設備、省資源化
● 業務の効率化・リスク低減
　（ISO 14001）

● コンプライアンス、BCP、
　 サプライチェーン
● 人財育成、女性活躍、
　 ワーク・ライフ・バランス
● 環境ボランティア活動、
　 地域との対話

業務における
環境課題の解決

「エコオフィスづくり」

本業を支える
CSR基盤の強化

戦略

2
地域活性化

地方銀行ならではのコミュニティを活
用し、地域振興、ボランティア、福祉、青
少年育成等に貢献。地域、お客さまと
のつながりを強化し、信頼と信用の構
築に努め、地域活性化を推進します。

● 環境金融の深化
● 社会的課題解決
　（少子高齢化・人口減少など）
● 地域資源発掘支援
　（観光・特産品・文化）
● ネットワーク・連携強化
　（産学官・NPO）

本業を通じた
社会的課題の解決

戦略

1
戦略

3

滋賀県における
2040 年の人口減少率

（2010 年と比較）

（2081年～2100年）と
（1986年～2005年）平均に対する
気温上昇予想

IPCC予測

戦略的 CSR への挑戦で、地域社会の課題解決へ

約 
29 万人

滋賀県における
2010 年の
高齢者人数

「三方よし」の精神を継承した行是をCSRの原点とし、「共存共栄」を実現

共有価値の創造で、持続可能な地域社会を目指す

しがぎん
戦略的
CSR

Relationship!Relationship!

　滋賀銀行のＣＳＲへの取り組みの歴史は長く、金融業界では先駆的に取り
組んできました。
　当行はＣＳＲを「社会の持続可能な発展のために、社会の一員である当
行が果たすべき責任」と位置づけ、「環境」「福祉」「文化」を3本柱とした

「ＣＳＲ経営」を展開しています。
　「ＣＳＲ経営」を実践するためには、現代社会や未来社会の変革を的確に捉
え、社会的課題を解決していく判断力や実行力、企業の持続可能な成長と
変革が必要となります。
　そこで、従来のＣＳＲをさらに深化させるものとすべく、第6次中期経営計画に

「戦略的ＣＳＲへの挑戦」を掲げ、本業を通じた社会的課題の解決に取り組
んでいるところです。
　また、2015年9月、国連で採択された「持続可能な開発目標(SDGs)」
によって「持続可能性」というキーワードが世界共通の指針となり、企業の

「ＣＳＲ経営」に大きなインパクトを与えています。
　当行の「戦略的ＣＳＲへの挑戦」への決意と、世界の動向を受け、「ともに歩
み、ともに革新的な未来へ Relationship」を本リポートのテーマとしまし
た。このテーマには、「地域社会の発展なくして、当行の発展はない」という
信念をもとに、これから向かうべく未来の姿を、当行と関わるすべての皆さ
まと「共創」し、「ともに歩みを進める」という思いを込めています。
　ぜひ、ご高覧賜りますとともに、当行の「戦略的ＣＳＲへの挑戦」に対して、
なお一層のご支援をお願い申し上げます。

「戦略的CSRへの挑戦」で
CSR経営に新たな歩みを・・・

私たちは、伝統ある近江商人の

「三方よし（売り手よし、買い手よし、世間よし）」の

精神を継承した行是

「自分にきびしく 人には親切 社会につくす」を

ＣＳＲ(企業の社会的責任)の原点とし、社会の一員として

「共存共栄」を実現してまいります。

ＣＳＲ憲章（経営理念）（2007年4月制定）

取締役頭取

『CSR憲章』

［出典］国立社会保障・人口問題研究所ホームページ　
        （http://www.ipss.go.jp/）

［出典］環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書（平成29年版）
　　  環境省ホームページ
        （http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/）

地球温暖化

4.8
2.6～

43

お客さま対応スピード
のチェンジ

組織運営のスピード
のチェンジ

コスト構造
のチェンジ

第6次中期経営計画 統合報告書 ▶ P.7

－ 3つのチェンジと5つの挑戦 ―

3つのチェンジ 5つの挑戦

1.

2.

3.

5
1

4 3

2
トップライン

増強への
挑戦

戦略的CSR
への挑戦

地方創生への
挑戦

強靭な
経営基盤構築

への挑戦
生産性向上
への挑戦



Relationship!
ともに歩み、ともに革新的な未来へ

当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を
目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが
ぎんカップ(滋賀県サッカースポーツ少年団選手権大会)｣への
協賛を続けています。

お預け入れいただいた定期預金残
高の0.005％相当額をアマチュアス
ポーツを支援する｢レイクス･スポー
ツファンド｣へ寄付しています。

事業性評価に基づく融資や、企業のライフステージに応じた最適
なソリューションの提案を行うことで地域活性化に貢献します。　

「当行を支えていただいている
地域の皆さまに何とかお礼がし
たい」との思いから、創立50周
年（1984年）に『社会福祉法人し
がぎん福祉基金』を設立｡滋賀県
内で展開される福祉の実験的･
開拓的な取り組みに対して幅広
く助成を行っています。

魅力ある町への移住･定住を促進し、地域の人口増加を目指
す取り組みとして2016年より取扱開始｡移住を希望される方
が利用しやすいよう、勤続1年未満のお客さまについても、個
別に対応いたします。

クラウドファンディングの手法を活用して、地域の魅力向上をサポートします。

貴重な文化財や魅力的な地域資源を、新たな視点で再生｡地域
の歴史や文化を後世へと引き継いでいきます。

地域と向き合い、地域とともにあ り続ける

GAP
滋賀の農業をより強く！

●サタデー起業塾

▶特集P.2参照

▶特集P.2参照（2017年3月末実績）

（2017年4月末実績）

次世代
スポーツ

支援

地域資源再生
目利き力を向上、
将来性へ支援

福祉への
取り組み

地域ブランドの育成

CSR私募債
「つながり」

移住促進ローン

ニュー
ビジネス支援

億円
突破40

Good Agricultural Practice

●観光事業におけるサポート
   （米原市）

●「守山バラ」のブランド化をサポート（守山市）

473

地域の芸術・文化の結集力を
大切にし、滋賀ゆかりの演奏
家の活動を応援しています。

文化
振興外国人観光客支援

●観音寺城跡再生プロジェクト
   （近江八幡市）

●こだかみの茶再生プロジェクト
   （長浜市）

農業生産工程管理

ニュービジネスサポート資金

「QR Translator」

助成先累計

累計3.5億円
先

｢ニュービジネスの種をまき、芽を育て、花を咲かせる｣

好きな事業への出資

事業報告、特典、分配金
この事業を
応援したいもっと広めたい！

クラウド
ファンディング

統合報告書 ▶ P.26統合報告書 ▶ P.26

統合報告書 ▶ P.25統合報告書 ▶▶▶ P.25

統合報告書 ▶ P.23統合報告書 ▶▶▶ P.23

統合報告書 ▶ P.56統合報告書 P.56

当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を当行は創立60周年を機に、青少年の健全な育成と地域共感を
目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが目的として、小学生対象の滋賀県内最大のサッカー大会｢しが
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2017年７月、経済産業
省近畿経済産業局より、
自治体の地方創生への
取り組みを積極的に支援
したとして感謝状をいた
だきました。 

地方創生への取り組みが
評価されました！

Topics

SHIGA

●地域ネットワークを生かして、地域のつながりを支援
●地域の魅力を再認識、新たな価値の創造を支援

地域とともに成長し続けるために、“しがぎん”ができること

私たちが直面する社会的課題 「2030」 未来のために「今」取り組むべきこと未来のために「今」取り組むべきこと

地域の「稼ぐ力」を育てる　
安定して働くことのできる社会

地域の「魅力」を引き出す　　　
地方への人の流れをつくる
　
次世代の「ファミリープラン」を実現
結婚・出産・子育ての希望を叶える

「地域と地域」が力を合わせる
時代に合ったまちづくりに向けて連携

訪日外国人向け多言語翻訳サービス
の普及拡大に協力。インバウンド需要
の取り組みに貢献します。

1
2
3
4

（2014年12月～）

住み続けられる
まちづくり少子高齢化 /

人口減少社会

次世代へつながる
仕事づくり

健康・福祉
都市への人口

一極集中

65
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2
4

1 3「金融」の役割を通じて環境への配慮をサポートすることで、琵琶湖をはじめ
とする地球環境の保全につなげています。取り巻く環境は多様化していま
すが、「環境金融」が持続可能な社会づくりに貢献できる、との信念のもと、

「お金の流れで地球環境を守る」との気概で、金融機関ならではのCSR活動
を展開しています。

CSR委員会「環境ビジネスの最前線について学ぶ」
環境経営のさらなる深化のため、年3回、頭取
を委員長とするCSR委員会を開催。2016年
11月には、国際環境計画・金融イニシアチブ・
特別顧問である末吉竹二郎氏を講師に招き、
最前線の環境ビジネスについて学びました。
常に新しい環境ビジネスについて情報交換し、
環境経営に生かしています。

エコ預金で学校ビオトープづくり
ダイレクトチャネル（ATM、電話、インターネット）でお預入れいた
だく「エコプラス定期」(2003年～)や、「ネット投信」の「電子交付
サービス」(2013年～)をご利用いただくことによる紙資源削減相
当額を当行が拠出し、滋賀県内の小･中学校へ「学校ビオトープ」づ
くりの資金として毎年助成してまいりました。

◆エコビジネスマッチングフェア2017in京都
お取引先の、新たなエコビジネスサポートを目的として毎年開催。
2017年は10周年の節目を迎え、京都で開催、新たなビジネスチャ
ンスを創出しました｡122社・団体が出展、来場者は、1,603人とな
り、商談数は787件にのぼりました。

◆びわ湖環境ビジネスメッセ2016に出展
環境産業の振興を目的とした「びわ湖環境ビジネスメッセ2016」が
長浜バイオ大学ドームで開催。当行は、「未来創造銀行」をテーマに、
デジタルサイネージを用いて環境への取り組み等について紹介。3
日間で約1,200名の方にご来場いただきました。

SRIとは、ESG（環境･社会･ガバナンス)の視点から企業を評価し、
投資先を選定する社会的責任投資（Socially Responsible 
Investment）の略称。

◆社会的責任への取り組みが評価
当行は、FTSE社の「FTSE4Good Global 
Index」の構成銘柄に14年連続で選ばれ、
環境･社会･人権など、世界的に認められ
た「企業の社会的責任基準」を満たした企
業として選定されています。

◆JICA債（国際協力機構債券）購入
● 開発途上地域の経済発展に寄与
● 長期的な視点で、環境配慮や社会的課題の解決に貢献
※JICA債：JICAが、開発援助を実施するための資金調達を目的に発行する債券｡
　調達資金は、開発途上国向けの有償資金協力に全額充当されます。

こ れ ま で も こ れ から も
価 値 あ る 企 業 とし て あり続 け る

とも に 環 境 ビ ジ ネ ス に 取り組 む
パ ート ナ ー とし て

共 生 と 循 環 の 地 域 づくりを 目 指し て

累計

環境金融

環境経営
サイクル

環境
ボランティア活動 エコオフィス

づくり

1.省資源・省エネルギー活動

2.金融サービスを通じた環境保全

3.環境関連法規等の順守

4.全員参加と啓発

5.環境方針の公開

環境方針

※学校ビオトープづくりへの拠出は2016年度をもって終了しました。
　2017年度からは、ニゴロブナ･ワタカの放流資金として拠出します。

お客さま

預けてよし預けてよし

しがぎん
預かってよし預かってよし

小・中学校等

世間・環境によし世間・環境によし

35 1,679件 万円を助成！

金利がプラス 紙使用量を削減 ビオトープづくり
（2003年～2017年累計）

環境金融 環境預金 環境コミュニケーション

独自の環境格付で地球環境を守る
琵琶湖をはじめとする地球環境保全のため、2005年に「しがぎん琵琶湖
原則（PLB=Principles for Lake Biwa）」を策定｡ご賛同いただいたお取
引先へ当行独自の評価基準に基づいて「環境格付(PLB格付)」を実施。
2009年には「生物多様性格付(PLB格付BD)」を策定｡多くのお取引先に
環境経営に対する「気づき」のツールとしてご活用いただいています。

しがぎん琵琶湖原則(PLB)の3原則

1.環境保全に役立つ生産･販売･サービス基準を策定します
2.環境配慮行動とビジネスチャンスの両立を目指します
3.環境リスクを軽減し、持続可能な地域社会を実現します

賛同1 格付2 お借入3

環 境 を 主 軸 とす る C S R 経 営 の 実 現

PLB格付
10,467先
（事業先比56.0％）

PLB格付BD
5,602先
（事業先比30.0％）

総額
371億円
〈2017年6月末実績〉

10,858件
(事業先比58.1％）

1,878件

¥

環境融資

2環境融資
融資で環境・生物多様性に

ついて考える 4SRIファンド
CSRに積極的に取り組む

企業に投資

3環境
コミュニケーション
コミュニケーションを通じて
環境への取り組みを普及・拡大1環境預金

預金をしながら環境サポート

ECO 
FINANCE

環境金融

SRIファンド

・1999.10 制定・2010.4 改定

地 域 社 会・地 球 環 境との 共 存 共 栄
持続可能な社会へ

（抜粋）

地球温暖化防止 生物多様性保全
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ISO14001の取り組み
2000年に、認証取得してから18年間、当行独自の環境マネジメン
トシステムを運用しています。毎年、一般財団法人日本品質保証機
構(JQA)による審査を受けて、2016年度には新規格2015年度版
への移行を完了しました。

環境会計～環境と経済の両立に向けて～

当行の環境保全への取り組みを、効率的かつ効果的に推進してい
ます。事業活動における環境保全のためのコストと、その活動によ
り得られる保全・経済効果を公表しています。

第6次中期経営計画(2016年～2018年)の挑戦指標の中に、温室
効果ガス排出量削減目標を掲げ、当行の環境経営への｢本気度｣を
高め、全役職員が目標達成に向けて取り組んでいます。

CSRチャレンジ
エコオフィス

づくり
環境対応型
金融商品・サービスしがぎん

環境マネジメント
システム

S H I G A B A N K

紙使用量削減

220㎏

99.8％
ガソリン使用量　

バイオディーゼル車導入

「カーボン
ニュートラル店舗」

でCO2排出量
実質

99.7 91.08
％ ％

0

80
 グリーン購入率

［紙類］　
﹇
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
店
舗
﹈
　

［文具類］

51.4
15,420

ヨシ紙名刺利用で琵琶湖を浄化

万枚
利用

ＫＬ
浄化

エコメールで廃棄物削減
広報冊子を、簡単に
はがせる開封テープと
宛名ラベルのみの
簡易包装で発送しています。

11.4％

行内リサイクルシステム

(リサイクル率)

不要帳票廃止

446㎏
節電対策

前年比
％削減

（電気使用量）
回収

提供
販売

収益
還元 プランター等へ

生まれ変わります

リサイクル事業へ参加

種類

削減

県内
共同作業所 再生業者

行内
リサイクル
システム

［カーボンニュートラルのイメージ］

3.3

自転車通勤／
ワンコインエコパス制度の推奨

エコ通勤優良事業所

34％
削減

太
陽
光
発
電

100％

従
来
型
店
舗
を

と
す
る
と

環境経営
サイクル

環境
ボランティア活動

紙資源
再生

機密情報
漏洩防止

CO2排出量

●営業車CO2排出量
●空調換気電力量
●コンセント電気使用量

●太陽光発電量
●照明電力量　　  
●屋外電気使用量

（ペットボトルキャップ回収）

環境経営
サイクル

エコオフィス
づくり

エコオフィス
づくり

エコオフィスづくり
「滋賀銀行 環境方針」のもと、営業活動に伴う電力や紙使用量の削減、グ
リーン購入・リサイクル・エコスタイル・エコ店舗など、省エネ・省資源活
動に努める「エコオフィスづくり」を積極的に進めています。

環境ボランティア活動

温室効果ガス排出量削減

30 2016年度
実績

(2016年～2018年度3年間平均)

〈2017年3月末実績〉

挑戦指標
2006年度比較

環境マネジメントシステム

30％
削減

.87％
削減

環境
ボランティア活動

環境金融 環境金融

しが生物
多様性大賞を
受賞

Topics

「“いきものがたり”活動」が2016
年度｢しが生物多様性大賞｣企業
部門で｢大賞｣に輝きました。

109

ヨシ苗植えボランティア

地域清掃活動

琵琶湖の生物多様性を守るため、魚の産卵場
所であるヨシ群落を守り･育て、琵琶湖の固有種
で絶滅危惧種のニゴロブナ･ワタカを保護･育成･
放流し、侵略外来魚を駆除するなど、滋賀県ならで
はの｢“いきものがたり”活動｣を展開しています。
この活動が、環境意識の高い行員育成につな
がり、各地域のボランティア活動への積極
的な参加等、活動は年々幅広く

なっています。

“いきものがたり”活動

各地域へ広がる
　　環境ボランティアの輪

統合報告書 ▶ P.7

積極的に「エコオ
フィスづくり」に取り
組み、環境への影
響を0に近づける。

0から出発し、取り組
めば取り組むほど、
環境にプラスの影響
を与える。

直接的な
取り組み

間接的な
取り組み

0 ＋－

Webで
チェック！

Topics

各地域へ広がる各地域へ広がる
　　環境ボランティアの輪　　環境ボランティアの輪　　環境ボランティアの輪

ビワマス遡上プロジェクト

ヨシ刈りボランティア

エコファースト in 関西
外来魚駆除・釣りボランティア

森づくりサポート活動

外来魚駆除・釣りボランティア

二ゴロブナ・ワタカ放流式

ヨシ刈り

ニゴロブナ
・ワタカの
放流

ヨシ苗植え

外来魚駆除
・釣り

オオバナミズキンバイ除去大作戦

琵琶湖一斉清掃クリーン大作戦

魚のゆりかご水田プロジェクト

地域に根差す銀行として、当行は､琵琶湖を中心とした滋賀の環境を守
り続けていく使命を感じています｡森・里・川・湖の連環を通じて､地域と
人の交流を深め､多くの活動を地道に継続して実践。滋賀の文化や歴史
を次の世代へと引き継いでいきます。

地域の景観づくり

広報冊子を、簡単に
はがせる開封テープと
宛名ラベルのみの
簡易包装で発送しています。

カーボンニュートラルのイメー

広報冊子を、簡単に
はがせる開封テープと
宛名ラベルのみの
簡易包装で発送しています。





編集方針 滋賀銀行データ（2017年3月31日現在）

滋賀銀行は､2016年度から｢統合報告書(ディスクロージャー
誌)｣を発行し､これまでの「CSRリポート」(非財務情報)の要素を
｢統合報告書｣へ統合しました｡そして「CSRリポート2017」は、そ
の簡易版として作成しています。本リポートは､国際標準化機構
のISO26000が提示する主題を参考に､当行の｢CSR憲章(経営
理念)｣である｢地球環境｣｢地域社会｣｢役職員｣との共存共栄の
各テーマを軸に､写真や図表などを用いて内容をよりわかりや
すく編集しています｡財務面及びその他詳細な情報につきまし
ては､統合報告書(ディスクロージャー誌2017)､またはホーム
ページ(http://www.shigagin.com)をご覧ください。

対象組織
㈱滋賀銀行･関連会社(しがぎんビ
ジネスサービス㈱、しがぎん代理
店㈱、しがぎんキャッシュサービス
㈱､滋賀保証サービス㈱､しがぎん
コンピュータサービス㈱､㈱しがぎ
ん 経 済 文 化 センタ ー ､ ㈱ 滋 賀
ディーシーカード､しがぎんリース･
キャピタル㈱､㈱しがぎんジェー
シービー)

株式会社 滋賀銀行
THE SHIGA BANK, LTD.
滋賀県大津市浜町1番38号
1933年10月1日
5兆5,173億円
4兆6,174億円（譲渡性預金含む）
3兆4,724億円
330億円
2,125人
137カ店（うち代理店18カ店）

名称

本店所在地
設立
総資産
預金残高
貸出金残高
資本金
従業員
店舗数

1984 ̶ ̶̶̶̶̶̶

・社会福祉法人しがぎん福祉基金設立

1985 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・日本列島クリーン大作戦に参加

1988 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・水質調査船建造費として滋賀県に1億

円寄付

1992 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・ボランティア預金「愛のみずうみ口座」

取扱開始

1994 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・リサイクルシステム
 稼働

1998 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・ノベルティグッズをグリーン購入品へ

・全店の焼却施設を撤去

・｢エコ・クリーン資金｣取扱開始

1999 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・「環境委員会」設置

・｢クリーンバンクしがぎんスタートアッ
プキャンペーン｣開始

・｢環境方針｣制定

2000 ̶ ̶̶ ̶̶ ̶̶

・｢ISO14001｣認証取得

・「ふれあい環境室」設置

2001 ̶̶̶̶̶̶̶
・「UNEP金融機関声明」に
 日本の市中銀行で初の署名

2002 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・ニュービジネスネットワーク「野の花応

援団」創設

2003 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・｢土壌汚染対策法｣取組指針を策定

・創立70周年記念事業｢びわこ地球市民
の森｣で植樹

・｢エコプラス定期｣取扱開始

・「第1回日本環境経営大賞」
環境経営パール大賞受賞

2004 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・｢CSR委員会｣・｢CSR室｣設置

・「第2回『誠実な企業』賞」
金融機関部門賞受賞

・｢第13回地球環境大賞｣　
フジサンケイグループ賞受賞

・｢滋賀労働局優良賞」受賞

・｢FTSE4Good Global Index｣に選定

2005 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・｢エコスタイル｣キャンペーン開始

・「エコ＆耐震住宅ローン」取扱開始

・「琵琶湖原則支援資金」取扱開始

2006 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・「女性活躍推進委員会」スタート

・「エコプラス定期」による
 学校ビオトープ
 助成開始

・「事業者向け
 BCPサポートローン」
 取扱開始

2007 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・「CSR憲章」と「滋賀銀行の行動規範」制定

・環境に配慮した「エコメール」導入

・環境会計を導入

・営業統轄部にCS推進室を設置

・｢カーボンニュートラルローン未来よし｣
取扱開始

・平成18年度 財界「経営者賞」受賞

・「第9回グリーン購入大賞」環境大臣賞受賞

2008
・「ヨシ紙名刺」
  利用開始

・「AED」を全本支店に設置

・しがぎん浜町研修センター「CASBEE」
Sランクを取得

・「エコビジネスマッチングフェア」開催

・｢カーボンオフセット定期預金『未来の
種』｣取扱開始

・「事業者向け環境配慮型融資『未来の
芽』」取扱開始

・｢第12回新エネ大賞｣
新エネルギー財団会長賞受賞

・「第5回企業フィランソロピー大賞」大賞
受賞

・「ワークライフバランス推進企業」に登録

・「BCAOアワード2007」大賞受賞
・｢次世代育成支援対策推進法｣に基づき

｢子育て支援に積極的に取り組む企業｣
として認定

・環境省より
 ｢エコ・ファースト
 企業｣に認定

・平成19年度「関西エコオフィス大賞」受賞
・平成20年度「地球温暖化防止活動環境

大臣表彰」受賞

2009 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・｢琵琶湖原則支援資金(環境省利子補給

活用プラン)｣取扱開始

・「生物多様性格付」運用開始

・「第12回環境コミュニケーション大賞」
奨励賞受賞

2010 ̶̶̶̶̶̶̶

・「環境方針」改定

・「生物多様性保全方針」制定

・｢成長基盤強化応援ファンド｣取扱開始

・「第13回環境コミュニケーション大賞」
環境金融報告特別優秀賞受賞

・「第8回日本環境経営大賞」環境経営
パール大賞受賞

・日本経済新聞社｢第14回環境経営度調
査｣非製造業：金融部門第1位

2011 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・「持続可能な社会の形成に向けた金融

行動原則」に署名

・「スピードローン ジャストサポート(災害
復旧プラン)」取扱開始

・「BCPサポートローン(震災影響対策プ
ラン)」取扱開始

・｢滋賀の魅力発信ファンド｣取扱開始

・｢経営者応援ローン『地産地融』」取扱開始

・「ストップ温暖化大賞―低炭素杯2011－」
審査員特別賞受賞

・｢第14回環境コミュニケーション大賞｣
テレビ環境CM部門:優秀賞受賞

・｢次世代育成支援対策推進法｣に基づき
｢子育て支援に積極的に取り組む企業｣
として2度目の認定

・｢第2回いきものにぎわい企業活動コン
テスト｣農林水産大臣賞受賞

2012 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・2012年版『環境白書』に“いきものが

たり”活動が掲載

・｢持続可能な社会の形成に向けた金融
行動原則｣グッドプラクティスに選定

2013 ̶̶̶̶̶̶̶

・営業統轄部に｢地域振興室｣を設置

・創立80周年記念事業｢びわこ地球市民
の森｣で植樹

・「食の商談会2013」開催

・「PLB格付80(利子補給用)」運用開始

・「BCPサポートローン(災害対策プラ
ン)」取扱開始

・「第15回グリーン購入大賞」大賞受賞

2014 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・創立80周年記念事業
  「ビワマス遡上
  プロジェクト」実施

・滋賀県と
｢地域密着連携協定｣締結

・「しがぎん成長戦略ファンド」設立

・「『滋賀健康創生』特区利子補給金制度
融資」取扱開始

・「しが６次産業化ファンド」設立

・「CSR私募債『つながり』」取扱開始

・「『しがぎん』スポーツ応援定期 未来
りーと」取扱開始

・清水書院発行の高等学校「現代倫理」
の教科書に当行のCSR活動が掲載

・「第17回環境コミュニケーション大賞」
ダブル受賞
環境報告書部門 ： 環境報告大賞

（環境大臣賞）
テレビ環境CM部門 ： 優秀賞

（地球・人間環境フォーラム理事長賞）

・環境省より「エコ・ファースト企業」に再認定

・「次世代育成支援対策推進法」に基づき
｢子育て支援に積極的に取り組む企業｣
として３度目の認定

・「第50回献血運動推進全国大会」厚生
労働大臣表彰受賞

・第2回「『京環境配慮建築物』顕彰制度」
奨励賞受賞(京都支店)

2015 ̶ ̶̶̶̶̶̶

・金融教育「中学生チャレンジウィーク」開始

・「カーボンニュートラル店舗」（栗東支店）
グランドオープン

・「しがぎんふるさと投資ファンド」設立

・「第1回買うエコ大賞」優秀賞受賞

・「第18回環境コミュニケーション大賞」
環境報告書部門：優良賞受賞

・第1回「低炭素な『まちと建物』コンテス
ト」優秀賞受賞（栗東支店）

・第3回「持続可能な社会の形成に向けた
金融行動原則」グッドプラクティスに選定

・「『誠実な企業』賞2015-Integrity　
Award-」優秀賞受賞

・「環境人づくり企業大賞2014」最優秀賞受賞

・平成27年度｢均等・両立推進企業表彰｣
ファミリー･フレンドリー企業部門：滋賀
労働局長優良賞受賞

・「UCDAアワード2015」最優秀賞受賞

2016 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
・「滋賀どこでもATMネット」(県内6金融

機関相互のATM利用手数料無料)開始

・CSR医療機関債「はぐくみ」取扱開始

・第4回「持続可能な社会の形成に向け
た金融行動原則」グッドプラクティスに
選定

・「イクボス宣言」実施(239名)

・「次世代育成支援対策推進法」に基づき
「プラチナくるみん」に認定

・「滋賀県環境保全協会長表彰」環境保
全優良事業所として表彰

2017 ̶̶̶̶̶̶̶

・本業支援サポートローン「GAP認証者
サポートプラン」取扱開始

・「第20回環境コミュニケーション大賞」
環境報告書部門：

 優良賞受賞

・「サステナブルファイナンス大賞」
 地域金融賞受賞

・「しが生物多様性大賞」大賞受賞
・「日本創生のための将来世代応援知事同

盟」による「将来世代応援企業賞」受賞

CSR History
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本誌の内容をもっと詳しく知りたい方は

当行は、環境省認定
「エコ・ファースト企業」です。

「環境金融」で低炭素社会へ

当行は、気候変動キャンペーン
「Fun to Share」に賛同しています。
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公式 SNSでも、様々な情報を発信しています。

Relationship!Relationship!
ともに歩み、ともに革新的な未来へ




